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序 文

平成23年3月11日、東北地方から関東地方にかけて広範囲で大規模な地震が発生しました。

後に『東日本大震災』と呼ばれることとなるこの大地震と、地震によって発生した大津波は、東

日本の太平洋沿岸に押し寄せ、家屋などの貴重な財産とともに多くの人命を奪うこととなりまし

た。また、大津波の襲来に端を発した東京電力株式会社福島第一原子力発電所の放射性物質飛散

事故は、福島県を中心とした広範囲に被害をもたらし、人類史上経験をしたことのない、大規模

災害に発展しました。

東日本大震災発生から 9年が経過し、南相馬市では震災の傷跡が残る中、復1日・復興に向けた

各種の事業を実施し、令和2年度を目途に復興事業の大部分が完了するまでに至りました。

本書は、令和元年度に、復興事業の一環として計画された社会資本整備総合交付金事業（復興）

による市道改良工事に先立ち実施した永渡横穴墓群の記録保存のための発掘調査報告書です。

発掘調査では、永渡横穴墓群はこれまでに南相馬市鹿島区内では発掘調査例の少ない、古代ま

で築造されていた横穴墓7基の調査が行われました。調査で出土した遺物には、 7世紀後半から

8世紀前半にかけての須恵器や土師器、南相馬市の横穴墓からの出上としては 2例目となる石製

紡錘車が出士し、南相馬市の古代史の解明に新たな一頁を加えることとなりました。

埋蔵文化財をはじめとする各地域に残されてきた数々の文化財は、我が国の長い歴史の中で培

われ、今Hまで守り伝えられてきた、国民共有の財産と考えられています。また、それぞれの地域

の歴史、伝統、文化などの理解のためには欠くことのできないものであると同時に、文化の向上

や発展、そして地域のアイデンティティー形成の根幹をなすものであります。

これら埋蔵文化財の発掘調査の成果が、文化財保護や地域研究のため、更には被災された方々

の目に触れ、震災を経験した南相馬市の復興の礎として、活用されることを願います。

終わりに、東日本大震災から南相馬市が復1日、復興するためにご尽力賜りました関係機関の皆

様、加えて全国各地から頂きました様々なご支援に対して、衷心より感謝巾し上げまして、序文

のあいさつにかえさせていただきます。

令和2年3月





例 口

1. 本書は、令和元年度に実施した社会資本整備総合交付金事業（復興）による市道改良に伴う

永渡横穴墓群発掘調査の報告書である。

2. 本発掘調査は南相馬市からの委託を受けて株式会社シン技術コンサルが実施した。

3. 発掘調査などにかかる経費は、すべて南相馬市が負担した。

4. 本書の作成は、南相馬市教育委員会文化財課文化財係佐川 久の監理の下、韮礎整理から本

書の編集に至るまでの作業を株式会社シン技術コンサルが担当した。

5. 本書の執筆は、第 11 章第 1 節第 1 項•第 11I章第 1 節第 1 項を佐川、第 11 章第 1 節第 2 項を濱

須脩（南相馬市教育委員会文化財課文化財係）、第 I 章、第11I章第 1 節第 2 項•第 2 節、第N ・

v章を璽留康宏（株式会社シン技術コンサル）が担当した。編集は重留が担当し、大和尚子（株

式会社シン技術コンサル）の協力を得た。

6. 発掘調査及び、報告書作成に際し、以下の方々から多くの御指導・御協力を賜った。記して

感謝の意を表す次第である。（五十音順・敬称略）

永渡行政区・福島県教育庁文化財課・南柚木行政区

7. 調査で得られた資料は、南相馬市教育委員会が保管している。
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図巾及び本文記載の方位北は全て座標北を示し、断面図中の数値は、海抜高度 (T・P)を示す。

本書巾の土色の記載には『新版標準土色帖』 2005年版（農林水産省農林水産技術会議事務局

監修）を使用した。

掲載した遺構・遺物の縮尺は、遺構が 1/60、遺物が 1/3を基本としているが、これと異なる

場合もあり、すべての図中にスケールを付した。

遺物実測図に使用したスクリーントーンは、以下の通りである。

須恵器： 1111 黒色処理：□□□
横穴墓各部の名称及び使用したスクリーントーンは以下の通りである。
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※羨道・前庭部：今回調査した横穴墓群は造成などにより羨道の大部分は消失し、前庭部は存在しなかった。本地域では前庭部

と羨道の境が不明瞭ながらも、築造時に何らかの意識を持って作り分けされていることが一般的である。その点を踏まえると、

今回調査した横穴墓群にも羨道・前庭部が存在していた可能性が高い。

※文章中のエ具痕については、荒掘り段階のエ具痕を「荒掘り」、成形段階のエ具痕を「粗掘り」、整形段階のエ具痕を「整形」

と呼称した。「整形」には精粗がみられ、粗雑なものを「粗削り」とした。
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第 I章南相馬市を取り巻く環境

第 I章南相馬市を取り巻く環境

第 1節地理的環境

福島県は東北地方南部の太平洋側に位置し、北側に宮城県と山形県、南側に茨城県と栃木県が

あり、西側では新潟県と県境を接している。県土の総面積は 13,782岡と全国3番目の広さを有し

ており、南北に連なる阿武隈山地と奥羽山脈を境として、太平洋側から浜通り地方・中通り地方・

会津地方の 3地域に区分されている。

南相篤市はこの浜通り地方の中央やや北寄りに位箇し、行政境としては、北側は相馬市、南側

は双葉郡浪江町、西側は相馬郡飯舘村と接している。平成 18年 1月に原町市・相馬郡小高町・同

鹿島町の 1市2町が合併して誕生した南相焉市は、旧市町を原町区・小高区・鹿島区として区分

しており、本書で報告する永渡横穴墓群は鹿島区に所在する。

南相馬市周辺の地形を概観すると、西部域に南北方向に連なる阿武隈山地が縦走し、そこから

太平洋に向かって派生する低丘陵と海成・河成段丘、沖積平野で構成され、西側の阿武隈山地に

かかる丘陵の標高は 100~150m、海岸部に近い市内中心付近では標高50~60m、海岸部で

は 20~30m となる。丘陵地の地質は主に第三紀の凝灰岩を基盤とし、阿武隈山地を水源とする

河川により大きく開析されている。

鹿島区域では、中央部を真野川が東流しており、真野川の中下流域では、樹枝状に広がる丘陵

地を形成している。丘陵地に挟まれた部分には平野が発達し、特に海側は標高 10m以下の平坦地

となっている。

永渡横穴墓群は、真野川北西岸の丘陵に位置し、南東側から人り込んだ樹枝状に開析された谷

の先端付近、標裔9.5m前後の凝灰岩質泥岩を掘り込んで築造されている。
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図1 福島県と南相馬市の位置
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第2節歴史的環境

南相馬市内には、旧石器時代から近世にかけての遺跡が数多く分布しており、これらは埋蔵文

化財包蔵地台帳を通して保護がなされている。このうち、真野古墳群・桜井古墳・羽山横穴・浦

尻貝塚・薬師堂石仏附阿弥陀堂石仏・観音堂石仏・泉官術遺跡・横大道製鉄遺跡の 8件は国史跡

に指定され、横手廃寺跡・横手古墳群・泉廃寺跡の 3件は福島県史跡の指定を受けている。

ここでは、永渡横穴墓群の所在する鹿島区周辺の遺跡を中心に歴史的変遷を概観する。

旧石器時代 南相馬市で確認されている1日石器時代の遺跡は 11遺跡あり、ナイフ形石器や彫

刻刀型石器などを含む後期1日石器が出士している。鹿島区内における1日石器時代の発掘調査例は

ないが、真野川南岸の河岸段丘上に立地する大谷地遺跡 (1)から、縦長剥片を素材とした石刃や

細石核作成段階で生じた稜付のスポールが表面採取されている。

縄文時代 縄文時代になると各地域を代表する河川に沿って遺跡が分布している。鹿島区内に

おいては、真野川流域に沿って遺跡の分布が見られる。

草創期の遺跡は鹿島区では現在発見されていないが、真野川上流域の飯館村大倉地区の松ケ平

A遺跡などから薄手無紋士器が出士している。早期では竹島國墓氏が天神沢遺跡 (2)から士器

採取の記録があるが詳細は不明である。前期では真野川上流域の飯館村大倉地区で遺跡数が増加

するのに合わせるように下流域でも遺跡が散見され、馬見塚遺跡では花積下層式士器が採取され

ている。中期になると真野川の上流域・中流域・下流域のそれぞれ両岸に集落遺跡が確認される。

中流域では宮後A・B遺跡 (3・4)と植ノ畑遺跡 (5)、下流域では柳町遺跡と八幡林遺跡 (6)

がそれに該当する。後期・晩期には河川の流域の低地部や海岸浜堤まで分布する。中オ遺跡 (7)

では晩期を巾心とする低地性土坑が確認され、低地性土坑から編組製品が 1点出土しているほ

か、製塩土器が多量に出土している。中オ遺跡に隣接する鷺内遺跡 (8)では、晩期を中心とした

低地性上坑が確認され、オニグルミ核が内部に詰まった状態で発見されたカゴをはじめ 13点の

編組製品が確認されている。

このほか、小高川・宮田川流域では、内陸部の宮田貝塚 (9)や海岸部の浦尻貝塚 (10)が知ら

れており、浦尻貝塚では、前期後半から晩期中葉までの長期間にわたる貝層が確認され、縄文時

代全般にわたる自然環境の変遷と集落や生活の変遷が把握されつつある。
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出士している。ほかに滝沢遺跡・深沢遺跡・天沼遺跡などで桜井式士器が採取されている。後期

から終末期になると遺構・遺物の確認例が激減する。

古墳時代古墳時代になると 4世紀後半になって主要河川を単位として前期古墳の造営が開始

される。代表的なものとしては、真野川南岸の自然堤防上に造営された、 9基以上の円墳から構

成される柚原古墳群 (12)や、新田川下流域南岸の河岸段丘上に造営された主軸長74.Smの前方

後方墳である桜井古墳上渋佐 1号墳 (13)や珠文鏡が出土した方墳の上渋佐7号墳 (14)がある。

同時期の集落としては、南海老南町遺跡 (15)や八幡林遺跡 (6)が挙げられる。八幡林遺跡から

は、直線と弧状線により「船」が描かれている士器が出士している。

現在のところ確実な中期古墳の調査事例はないが、真野川流域においては、多量の石製模造品

が出土する真野古墳群 (16)や円筒埴輪を伴う横手古墳群 (17)の造営開始時期が中期末まで遡

る可能性が指摘されている。この時期の集落は、反町遺跡 (18)、桶師屋遺跡 (19)が調査されて

おり、桶師屋遺跡では、区画溝と柵列に囲まれたなかに竪穴住居跡が存在することが確認されて

いる。

後期になると新田川下流域の桜井古墳群高見町支群 (20)や真野川流域の真野古墳群・横手古

墳群、太田川流域の与太郎内古墳群 (21)などで本格的に占墳群の造営が開始される。真野古墳

群は 100基を超える東北地方を代表する後期群集墳で、東北地方では唯一の金銅製双魚偏金具が

出士したことで有名である。横手古墳群では、墳丘部が削平された古墳の埋葬施設と周溝が調査

されており、埋葬施設に礫榔が採用されていることが確認されている。

後期の集落は調査事例が少なく具体的な様相は不明だが、真野川流域では南岸の沖積地にある

自然堤防上に熊野前遺跡 (22)と大六天遺跡 (23)、北岸では同じく自然堤防上に立地する八郎内

遺跡 (24)が立地する。新田川流域では地蔵堂B遺跡 (25)などで後期の竪穴住居跡が調査されて

いる。地蔵田 B遺跡では、竪穴住居跡から鋤先形土製品や土製勾玉などが出土しており、当該期

の集落内祭祀の一端を窺い知ることができる。

終末期になると、浜通り地方では横穴墓が多く造られるようになる。真野川流域の大窪横穴墓

群 (51)や太田川流域の羽山横穴墓群 (26)、小高川流域の浪岩横穴墓群 (27)では、玄室に装飾

が施されることが知られており、真野川流域の中谷地横穴墓群 (28)では、複室構造の玄室が確

認されている。新田川中流域北岸の北山横穴墓群 (29)では 8基の横穴墓が調査され、須恵器提

瓶や石製紡錘車が出土しており、 7世紀初頭の造営と考えられている。太田川流域では、中流域
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(34)がある。近年の調査により、郡庁院・正倉院・舘院などが諸施設のほか、運河関連施設や寺院・

道路状遺構が確認され、行方郡家の可能性が高いと考えられている。郡家の各施設は大きく 3時

期の変遷がみられ、 9世紀末から 10世紀前半までには機能を停止し、郡家は廃絶したものと考え

られる。

当該期の生産に関わる遺跡としては、須恵器・瓦・鉄の生産に関連した遺跡がある。京塚沢瓦

窯跡 (35)は太田川河口域北岸の低丘陵地に立地する瓦陶兼業窯で、泉官衝遺跡から直線距離で

約3kmにある。表面採集品には泉官術遺跡館前地区から出士する瓦と同種の瓦が多くみられる

ことから、行方郡家に付属する寺院の瓦を生産した窯跡と考えられている。また、近接する犬這

瓦窯跡 (36)でも泉官衡遺跡の瓦と同様のものが出士しており、京塚沢瓦窯跡と一連の窯跡群の

可能性が指摘されている。このほか、新田川中流域北岸の低丘陵地に立地する人道姐瓦窯跡は、

9世紀代の瓦陶兼業窯で、植松廃寺跡 (37)と同類の瓦が出土することが知られている。

行方郡内における須恵器窯の調査事例は少ないが、海岸部では 7世紀後半段階の金沢製鉄遺跡

群烏打沢A遺跡 (1lB)や8世紀末葉の金沢製鉄遺跡群大船姐遺跡 (1lC)、内陸部では 9世紀後半

段階の滝ノ原窯跡などがある。

浜通り地方北半部における生産活動の大きな特徴のひとつに鉄の生産があげられる。代表的な

遺跡としては、行方郡内の金沢製鉄遺跡群 (11)と宇多郡内の武井地区製鉄遺跡群がある。これ

らの製鉄遺跡は、火力発電所関連の調査により、全国的にも類をみない古代の鉄生産の状況が明

らかになりつつある。このほか、市内の製鉄遺跡の分布をみると海岸部から内陸部にかけた低丘

陵の広範囲で鉄滓や羽口の散布が確認されており、低丘陵の大部分が鉄生産に関連して利用され

ていたものと考えられる。

古代の寺院跡では、県史跡横手廃寺 (38)の調査が行われており、礎石建物が寺院の塔跡であ

ることが確認され、その規模が明らかとなったほか、基壇が木製の基壇外装施設を伴うことが判

明している。

集落遺跡では、広畑遺跡 (39)を始めとして市内各地で確認されているが、集落の具体的な様

相は不明である。広畑遺跡からは「寺」「厨」などの墨書士器とともに灰釉陶器が出士し、隣接する

泉官徊遺跡との関連が示唆される。大六天遺跡から出士した「小毅殿千之」と刻書された須恵器

は、行方軍団との関わりがみられる。

中・近世 主な巾世の遺跡としては城館跡が挙げられ、下総国から下向した相馬氏の最初の居
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第II章調査に至る経過

第 1節調査に至る経過

第 1項調査に至る経過

今回、永渡横穴墓群の発掘調査の対象となったのは、社会資本整備総合交付金事業（復興）を活

用して実施した市道改良工事の施工範囲に所在する。以下に調査に至る経過について記載する。

平成30年 12月28日に永渡横穴墓群の埋蔵文化財包蔵地内での市道改良工事の施工に伴い、

南相馬市建設部士木課（以下、士木課）より文化財保護法94条の規定に基づく通知が提出された。

通知の内容を精査した結果、試掘調査の実施とその成果に基づく保存協議が必要と判断された

ことから、施工範囲にかかる埋蔵文化財包蔵地の913mを対象として、平成31年2月 13日から

2月 18日にかけて試掘調査を実施した。

試掘調査では、施工範囲内には、ほぼ全体が残存する横穴が 1堪 (1号横穴）、奥壁の残存部と

考えられる横穴 4 韮 (2~5 号横穴）が所在することが確認されたことから、土木課と埋蔵文化

財の保存協議を実施した。

保存協議の結果、工事計画の変更により 1号横穴については施工範囲から除外することになっ

たが、 2~5 号横穴については、施工範囲から除外することができなかったことから、記録保存

のための発掘調査を実施することで合意がなされた。発掘調査の対象面積は、 35rrlとなった。

令和元年 5 月 15 日から 5 月 31 日にかけて、 2~5号横穴の性格・内容等を確認し本調査の費

用等を積算するために再度試掘調査を実施し、 2~5 号横穴は横穴墓の奥壁の残存部であること

が確認されるとともに、新たに横穴縞と考えられる横穴 3基 (6~8 号横穴）が確認された。

この結果に基づき、令和元年8月に土木課と協議を行い、調査費用は土木課が負担し、発掘調

査期間は令和元年 10月から 11月末とし、令和元年度中に発掘調査報告書を刊行することで合意

がなされた。このため令和元年9月20日付けにて埋蔵文化財包蔵地発掘調査業務委託協定書を

締結した。また、永渡横穴墓群の発掘調査にあたっては、東日本大震災の復興機関のため、他の開

発計画が多数あり、南相馬市教育委員会の直営による発掘調査の実施は困難と判断されたことか
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第 2項試掘調査の概要 I 

調査原因市道改良工事

調査地点南相馬市鹿島区附柚木字

八久々沢・永渡字東永渡

調査期間平成31年 2月13日～

2月25日

令和元年 5月15日～

5月31日

調査対象面積 913rrl 

調査面積 53.1rrl 

調査担当埋蔵文化財調査員

芦 り ／＼ 
／ 

／ 

濱須脩 ／ 

図4 遺跡位置図
O (S=l/2500) 50m 

調査成果今回の調査は、市道改良

を目的とした工事計画であり、「永渡横穴墓群」の一部を掘削する計画であることから、埋蔵文

化財の有無を確認するため試掘調査を行った。調査は開発範囲北側の丘陵上面と南側の道路に

面した斜面にて行った。北側の丘陵上面では幅 lmの調査区を 8本設定し、横穴墓の羨道部分

の検出を H的に調杏を行った。調杏の結果、現地表面から 0.6~1.4mの深さで基盤層である

黄褐色土層と白色岩盤層を確認した。基盤層に到達する過程で、横穴墓の羨道等は確認されず、

市道改良工事範囲

＼ 

／
 図5 調査区位置図
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遺物も確認されなかった。

南側の斜面は、過去の造成により大きく削平されたことで垂直に近い急傾斜となっている。

調査では、事前の表面調査で確認された残穴 (5号横穴墓）が所在する南側斜面西端部を中心

に行った。西端部では丘陵上而から流れた上が斜面上に堆積しているため、足場を形成しつつ、

斜面を覆う堆積上の掘削を行い、横穴墓の確認を行った。調査の結果、僅かに残った羨道と玄

門が確認できる横穴墓が2基、玄門と羨道が残存していない横穴墓が6基確認された。

調査所見今回確認された横穴墓群は、表面調査の段階で確認された 5号横穴墓とほぼ同じ

標高に位置しており、一連のものと捉えられる。今同の開発計画に際しては、遺構が確認され

たことから、本地区内で掘削を伴う工事を施行する場合には保存協議を要する。また、保存協

議の結果、埋蔵文化財に影響があると判断される場合には、事前に記録保存のための発掘調査

が必要となる。

慧寮如:>Ct、ぎ,f:-~t~\; ,;$:" 
餡~,,,~,、,• .-•• :・,、,.. • :'". ,,.'、
•· ,, .ヽ..;、・心炉．．，•
．？；ヽ.,: :• • .·• •••.. ; ·C~、'.--::~-\~--

_,. ,-.・,: ・.' 

‘ 
!、,',、::、＇

u、,.
ベ'

写真 1 調査区全景

写真3 検出作業状況 写真4 2~4号横穴墓検出状況

写真5 2~4・6・7号横穴墓検出状況 写真6 8号横穴墓検出状況

-9-



第 1節調査の方法

第皿章調査の方法と経過

第 1節調査の方法

第 1項調査要項

遺跡名称：永渡横穴墓群

所 在 地：福島県南相馬市鹿島区永渡字東永渡地内

遺 跡 現 況 ：山林

遺跡種別： 横 穴 墓

調査原因：社会資本整備総合交付金事業（復興）による市道改良に伴う横穴墓の発掘調査

遺跡性格：墓域

調査期間：令和元年9月26日～令和2年3月31日

調査対象面積： 35rrl 

調査主体：福島県南相馬市教育委員会

事 務 局：南相馬市教育委員会事務局文化財課

【令和元年度】

教 コ目 長：大和田博行 主任文化財主事：佐川 久

事務局長：羽山時夫 主任主査：田中 稔（震災記録誌担当）

文 化 財課長：堀 耕平 主任文化財主事：佐藤友之

課長兼文化財係長：~ 直之 埋蔵文化財調査員：濱須 脩（嘱託）

埋蔵文化財担当係長：川田 強 埋蔵文化財調査員：小椋沙貴江（嘱託）
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第11I章調査の方法と経過

第2項調査の方法

調査区は南北に延びる丘陵の南側斜面地に位置し、面積は 35rrlである。

発掘調査は、伐採作業から開始し、遺構検出面までの表上・堆積上は人力作業により除去した。

この作業で発生した伐採木や排上は、人力で丘陵南側の平坦地へ搬出した。

表土除去後の遺構検出作業ならびに精査作業等の諸作業は人力によって行った。遺構検出作業

には草ケズリ等の用具を使用し、遺構精査作業等には移植ゴテや竹箆などを使用した。

作業にあたっては、ヘルメットの着用ならびに安全帯の使用を徹底し、横穴墓が確認された地

点には、昇降施設を設置した。また、横穴募が築造された岩盤は滑りやすいため、横穴墓内には

マットなどを敷いて安全対策を行った。

遺構番号については、試掘調査時に 1~8 号横穴墓の番号が付されていることから、その番号

を踏襲した。

横穴墓の調査にあたっては、規模により「十」字状ベルトなどを設定し、追改葬面を意識して調

査を行った。

これらの諸作業を進める過程の中で出土した遺物は、出土位置ならびに出土遺構・層位・日付

を記録して取り上げた。特に、遺構に伴う遺物や一括性の高い遺物については、出土状況図の作

成に努めた。

調査記録の作成には、トータルステーションや地上型レーザー計測器、デジタイザー、ハン

ディースキャナ、 3次元画像解析 (Structurefrom Motion)などの機器やソフトを併用して遺構

図を作成した。

記録写真の作成は、一眼レフデジタルカメラを用いて行った。横穴墓の全景撮影にはUAVによ

る撮影を行った。

・18.3
永渡横穴墓群
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第 2節調査の経過

本横穴墓群は、隣接地の造成工事中に不時発見され、その後に試掘調査が行われている。この

期間に 2号から 7号横穴墓の発掘調査を実施している。本調査は、令和元年9月28日から令和元

年11月22日まで実施した。調査の経過は以下のとおりである。

9月28日から 10月22日まで調査準備期間

として、提出書類の作成、発掘調査に関する資

料収集を行った。

10月23日に仮設物搬入、ヤードの設営、調査

区の草木刈払いを行った。併せて 8号横穴墓の

表士除去を人力にて開始した。 24日に現場作業

員による作業を開始。 8号横穴墓の表士除去を

終了し、羨道部の覆士半裁作業を開始した。 25 写真7

日は雨天のため発掘作業を中止。 25日夜半から

の豪雨により周辺地域は被災したものの、調査

区の被災は免れた。 28日から 29日にかけて 6

号横穴墓玄室調査、 8号横穴墓羨道部半裁作業

を実施。 30日に 6号横穴墓を完掘した。 31日に

8号横穴墓羨道部の半裁作業を終了し、残覆土

の掘削を開始し、 31日に終了した。 11月 1日に

は8号横穴墓の羨道部覆上は除去終了し、閉塞

石・遺物の検出作業を 5日まで行った。 6日か

ら8日にかけて 8号横穴墓の玄室内覆土の半裁

昌

“ 写真8

-~Ttt~~ 
g□ 

作業を実施、セクション計測の後に残覆士の調

査を 12日まで行った。 14日に閉塞石と遺物を

3次元計測の後に取上、調査を終了した。 15B 

から 18日にかけて 8号横穴墓を中心に 3次元

計測と全景写真撮影に向けての清掃作業を実施

した。 19 日に 3~8 号横穴墓の 3 次元計測を実

施。 20日に地形測量・ 立面測量を 3次元計測に 写真9 8号横穴墓 3次元計測作業

て実施。 21日に UAVによる全景写真撮影を実

施。 22日にヤード・仮設物撤去を行い、現地調

査を終了した。

一

-12-
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第w章調査成果

第 1節調査の概要

永渡横穴簗群は、南相馬市鹿島区永渡字東永渡・南柚木字久々沢地内周辺に拡がる横穴墓群で

ある。

今回の調査は、社会資本整備総合交付金事業（復興）による市道改良に伴い、約35rrlを対象と

して 2回の試掘調査を実施した。その結果、横穴墓8基を確認し、 2号から 7号までの調査を行っ

た。その後の協議において 1号横穴墓はエ法変更により事業対象から外れたことから、未開口の

8号の発掘調査と 3号から 8号の 3次元計測を行った。調査の結果、土師器や須恵器などの土器

類や紡錘車などの石製品が出土している。

本横穴墓群は、真野川巾流域北岸の丘陵に位置し、附東側から人り込んだ樹枝状に開析された

谷の先端付近、標裔9.5m前後の凝灰岩質泥岩層を掘り込んで造られている。これらの横穴絡は、

南側の真野川から南東側の真野川河口域・太平洋側を向いて開口しており、傾斜を持ちながら、

2列に並んでいる。

今回の調査では、横穴墓の構造を羨道・玄門・玄室とした。これは造成工事に起因し前庭部が

破壊され存在しないためである。本地域では、前庭部と羨道の境が不明瞭で、区別できないもの

が一般的ではあるが、西姐横穴墓群に見られるように天井先端付近の直下には、段差を持つ横穴

墓や、床面の傾斜の度合いが変わる横穴墓などがあり、築造当時に前庭部と羨道を意識して造り

分けされていたと考えられ、本来は今回調査の横穴墓群も前庭部を有していたものと考えられ

る。閉塞施設としては、閉塞石 (8 号）や閉塞溝 (3·4·6~8号）が認められる。これら閉塞施

設周辺の壁面や床面に、被熱による変色は認められなかった。玄室の平面形には隅丸方形を主体

とし、縦長長方形の横穴墓 (6号）もある。立面形はドーム形や平頭ドーム形を主体とする。羨道

や玄室には、線刻が施される横穴墓は存在しなかった。 7号横穴の玄門上部から「＋」状の線刻が

認められるが、築造当時の線刻ではない可能性もある。



第2節基本土層

表 1 横穴墓観察表

単位はm、（数字）は残存値

横穴
全長

玄 室 玄門 玄門前壁 羨道 付屈 閉塞
その他

番号 主軸方向 平面形 立面形 奥行 幅 高さ 立面形 奥行 幅 高さ 立面形 奥行 幅 高さ 施設 施設

2号 020 (020) (125) (0 64) 

3号 112 N2TE 不整形
扁平

056 0 76 (040) 042 076 (O 18) 溝
ドーム

4号 1 04 N30°E 不整形
扁平

080 I 08 048 0 16 064 (0 2) 排 溝
ドーム

5号 0 14 Nl0°W (O 14) (219) (078) 

6号 185 N17°E 不整形
扁平

120 112 060 024 124 (0 12) (025) (I 32) 溝
ドーム

7号 108 N25" E 不整形
扁平

068 120 (036) 024 I 08 (0.20) 
石

ドーム 溝

8号 4 28 N45" E 隅丸方形 ドーム
149-

I 72 103 
隅丸 041- 072-

160 アーチ (212) I 73 (185) 
石

I 76 長方形 溝059 094 

付帯施設及び閉塞施設内の略字表現は右記の通り 排＝排水溝 副＝副室 閂＝閂穴 石＝閉塞石 溝＝閉塞溝

第2節基本土層

調査区南側斜面で士層の観察を行った。本横穴墓群が彫り込まれている基盤層を含め 3層に分

層される。地表面から基盤層までは、斜位上面で0.45m前後となる。

L1 とした表士は、層厚0.15~0.25m である。 L2 は層厚0.15~0.25m で基盤層の剥落と考え

られる凝灰岩質泥岩の小礫を含む。 L3は基盤層である凝灰岩質泥岩層で、間層として層厚0.10m

前後の砂岩層が認められる箇所がある。

2 10.SOm 
ー

基本層序

L1 10YR3/1 黒褐色土 粘性弱いしまりやや強泥岩プロック(<1>5mm以下）を少量含む。
L2 10YR4/3 にぶい黄褐色土粘性やや強 しまりやや強泥岩ブロック(<l>!Omm以下）を少量含む。
L3 10YR7/3 にぶい黄橙色 流紋岩質泥岩層。甚盤層。 ゜

(1 :60) 2m 

図7 基本土層
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第3節横穴墓の調査

2号横穴墓

【位 置】 調査区北西部の谷筋西部、標高9.2m前後の南西斜面に位置する。当地点には 7基の

横穴縞が築造されており、北東側に 3号横穴絡、下側には 6号横穴縞と 7号横穴墓が隣接してい

る。試掘調査により発見された横穴墓で、奥壁の一部しか残存していない。

【規模】 残存する横穴墓の全長は0.20m、全幅は 1.25mを測り、前庭部・羨道部・玄門・玄

室の大部分は消失しており、奥競が一部残存するのみである。

1 10.00m 2
 

＼＼ 3□ニ
3 10.00m 4

 

~ ゜
(1 :60) 2m 

図9 2号横穴墓立面・縦断・横断

3号横穴墓

【位 置】 調査区北西部の谷筋奥西部、標高9.3m前後の南西斜面に位憤する。当地点には 7基

の横穴墓が築造されており、北西側に 2号横穴墓が隣接し、北東側に 4号横穴墓が位置する。試

掘調査により発見された横穴墓であるが、玄室を除く羨道・前庭部は消失し開口している状態

だった。

【規模】 横穴墓の全長は 1.12mを測り、玄室が残存するのみである。主軸方向はN-27°-E

で、玄門は南東側に向かって開口している。

【玄 室】 玄室と玄門の境界が不明瞭で、残存する規模は、玄門から玄室奥壁までの奥行0.56

m、幅0.67m、高さ 0.4mを測り、平面形は不整形、立面形は扁平なドーム状を呈する。各墜面の
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の工具痕がみられる。

【玄 門】 玄門の残存する規模は、奥行0.42m、幅0.76m、高さ 0.18mを測る。大部分は消失

しており、立面形状は不明である。

【閉塞施設】 玄門と前庭部の境の床而には、閉塞溝が設けられている。規模は、長さ 0.60m、幅

0.14m、深さ 0.12mを測る。

~ 

~@ 
~ 

rヽl l'J "' 

3 10.00m 4 5 10.00m 6
 

こ〗
ノー‘こ＿—号••―--、

ぐ/ー＼＼

ロニ
゜

(1 :60) 2m 

図10 3号横穴墓 平面・左側壁・右側壁・奥壁・玄門

4号横穴墓

【位 閥】 調査区中央部、標高9.5m前後の南西斜面に位岡する。西側に 3号横穴墓、東側に 8

号横穴墓が隣接する。試掘調査により発見された横穴墓であるが、玄室を除く羨道・前庭部は消

失し、玄室内に覆土が堆積している状態だった。

【規模】 横穴墓の全長は 1.04mを測り、玄室から閉塞溝まで残存している。主軸方向は、玄室

がN-30°-Eで北西側に向かって開口している。

【堆積土】 堆積上は 1層である。 1層は表上と考えられる黒褐色上で、造成の際に流入した可

能性が高い。その上部に天井から崩落した基盤層である泥岩が堆積している。
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上位中央付近から外側下方に向かう斜方向に延びている。

玄室主軸線上に、玄室中央部から羨道部にかけて排水溝が設けられる。排水溝は逆台形状を呈

しており、規模は長さ 0.39m、幅 0.06m、深さ 0.04~0.06m を測る。排水溝の壁面及び底面には

工具痕が残っており、平刃のエ具を使って掘削されたと考えられ、いずれも縦方向のエ具痕がみ

られる。掘削工具は刃幅0.04m前後の平刃のエ具を使用したものと推察される。

【玄 門】 玄門の残存する規模は奥行0.16m、幅0.64m、高さ 0.2mを測る。大部分は消失して

おり、立面形状は不明である。床面は前庭部側に向かって緩やかに傾斜している。床面・壁面は

風化が見られ凹凸は少ない。

【閉塞施設】 玄門と前庭部の境の床面には閉塞溝が設けられる。閉塞溝は長さ 1.00m、幅0.08m、

深さ 0.09mを測る。
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1 10YR3/1 黒褐色土 粘性やや弱しまりやや強。
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図11 4号横穴墓 平面・左側壁・右側壁・奥壁・玄門・断面

5号横穴墓

【位 置】 調査区南端部の標高38.6m前後の南西斜面に位置する。隣接する市道工事により調

査区が所在する丘陵南東部が開削されており、その際に玄室の大部分を含む玄門・羨道・前庭部

が消失したものと推測される。

【規模】 横穴墓の現存する全長は0.14mを測り、玄室の一部が残存するのみである。この残

存部分が玄室奥壁とするならば主軸方向はN-10°-Wで、玄門は南東側に向かって開口してい

ることになる。また、玄室左奥隅部とするならば主軸方向はN-32°-Eで、玄門は南西側に向

かって開口していることになる。

【玄 室】 玄室の残存する規模は、奥行0.14m、幅2.19m、高さは0.78mを測る。各競面の境

は、稜が認められる。床面・壁面ともに刃幅0.05m前後のエ具痕が観察できる。
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図12 5号横穴墓 平面・左側壁・右側壁・奥壁

6号横穴墓

【位 置】 調査区北端部の標高7.5m前後の南西斜而に位置する。東側に 7号横穴墓、西部に l

号横穴絡、上部に 2号横穴墓が隣接する。試掘調査時には前庭部・羨道部が造成工事により破壊

され、玄室に覆上が堆積していた。

【規模】 横穴墓の全長は 1.85mを測り、玄室から前庭部まで残存している。主軸方向は、玄室

から玄門がN-17°-E。玄門は北西側に向かって開口している。

【堆積士】 堆精士は 3層に分けられる。 1層は自然堆桔士である黒褐色士であり、基盤層であ

る泥岩の細片が含まれる。 2層も同じく自然堆積士である黒褐色士であるが、 1層よりも大きい

サイズの泥岩ブロックが多量に含まれている。 3層は基盤層である泥岩のブロックにより形成さ

れる暗黄褐色上であり、玄室天井が落盤した際に形成されたものと推測される。

【玄 室】 玄室と玄門の境が不明瞭で、残存する規模は玄門から玄室奥壁までの奥行2.42m、

幅2.61m、高さは 1.48mを測り、平面形は不整形を呈し、立面形は扁平ドーム形を呈する。各壁

面の境は、床面から天井付近まで比較的明瞭な稜が認められる。床面は玄門に向かい傾斜してい

る。

床面及び壁面にはエ具痕が残っており、掘削工具は刃幅0.05~0.06m前後の平刃のエ具を使
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深さ 0.12mを測る。

【羨道】 残存している規模は、奥行0.25m、幅 1.32mを測り、天井部は崩落していた。

排水溝を作り出した後に、主軸方向に排水溝が設けられる。排水溝は逆台形状を呈しており、残

存規模は長さ 0.18m、幅 0.06m、深さ 0.04~0.06m を測る。
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6号横穴墓

1 10YR3/1 黒褐色土 泥岩ブロック($!cm以下）を少量含む。

2 10YR3/1 黒褐色土 泥岩ブロック($1~5cm)を多量に含む。

3 10YR5/4 暗黄褐色土 泥岩ブロック($1~5cm)を多量に含む。
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図13 6号横穴墓 平面・左側壁・右側壁・奥壁・玄門・断面

7号横穴墓

【位 置】 調査区北部の、標高8.0m前後の北西斜面に位置する。当地点には 6基の横穴墓が

築造されており、北側に 6号横穴絡、上部に 2号横穴縞と 3号横穴墓が隣接している。試掘調査

時には前庭部・羨道部が造成工事により破壊され、玄室に覆土が堆積していた。

【規模】 横穴墓の全長は 1.08mを測り、玄室から前庭部まで残存している。主軸方向は、 N-
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床面及び壁面にはエ具痕が残っており、掘削工具は刃幅0.06m前後の平刃のエ具を使用した

ものと推察される。床面は粗掘りのエ具痕が残っており、床面の凹凸は粗い。エ具痕は床面中央

付近から各壁面に向かっている。壁面は、平刃のエ具を壁面に対して水平方向に打ち込み、岩盤

を剥離させた荒掘りのエ具痕や、平刃のエ具による粗掘りのエ具痕が残っており、壁而の凹凸は

粗い。壁面のエ具痕は、各壁而の上位中央付近から外側下方に向かう斜方向に延びている。

玄門内部から礫が2点検出された。

【玄 門】 玄門の残存する規模は奥行0.24m、幅 1.08m、高さ 0.2mを測る。大部分は消失して

おり、立面形状は不明である。床面は前庭部側に向かって緩やかに傾斜している。床面・壁面は

風化が見られ凹凸は少ない。上部に「十」字状の線刻が観察できるが、築造当時の所産ではない可

能性がある。

【閉塞施設】 玄門と前庭部の境には、閉塞溝が設けられている。閉塞溝の残存する長さ 0.96m、

幅0.16m、深さ 0.18mを測る。床面及び壁面にはエ具痕が残っており、掘削工具は刃幅0.05m前

後の平刃の工具を使用したものと推察される。
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口
7号横穴墓

1 10YR3/1 黒褐色土 泥岩ブロック多量に含む。

2 2.5Y5/3 黄褐色土 泥岩ブロック堆積。横穴墓天井の崩落層。

゜
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図14 7号横穴墓 平面・左側壁・右側壁・奥壁・玄門・断面
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8号横穴墓

【位 置】 調査区南部の標高9.50m前後の南西斜面に位置する。当地点には 7基の横穴墓が築

造されており、西側に 4号横穴墓、附側には 5号横穴墓が隣接している。なお、検出した時点で

は、開口していなかった。

【規 模】 横穴縞の全長は4.28mを測り、玄室から羨道部まで残存している。主軸方向は、玄室

がN-42°-E、玄門から前庭部はN-45°-Eで、玄室と玄門の境でわずかに屈曲し、玄門は北

西側に向かって開口している。

【堆積士】 堆積士は 12層に大別され、いずれも自然堆積層である。このうち 7 層~g 層は羨道、

玄室天井・壁面の落盤層であり、板状の泥岩ブロックが多量に含まれる。 10層は羨道の天井落盤

層。 11層は最初期の堆積士。 12層は玄室の天井落盤層である。

【玄 室】 玄室の規模は、奥行は右側壁側で 1.49m、左側壁側で 1.76m、幅 1.72m、高さ 1.03m

を測り、平面形は隅丸方形、立面形はドーム形を呈する。各壁面の境は丸みを帯び、比較的明瞭に

稜を形成する。床面は玄門に向かって緩やかに傾斜している。

床面及び壁面にはエ具痕が残っており、掘削工具は刃幅0.04m前後と 0.05m前後の平刃のエ

具や刃幅0.08~0.10m前後の丸刃のエ具を使用したものと推察される。床面は平刃のエ具によ

る粗掘りのエ具痕が残っており、床面の凹凸はやや粗い。エ具痕は玄門から玄室奥競に向かって

直線的に延び、中央付近から前壁と左右墜面に向かっている。壁面は大部分が崩落しており部分

的に粗掘りのエ具痕が観察されるのみである。

【玄 門】 玄門の規模は、右側奥行0.41m、左側奥行0.59m、幅 0.72~0.94m、高さ 1.6m を測

る。平面形は玄室に向かって直線的に延びるもので、立面形はアーチ形を呈する。床面は羨道部

側に向かって緩やかに傾斜している。床面は平刃のエ具による粗掘りのエ具痕が残っており、床

面の凹凸はやや粗い。壁面には粗削りによる整形が施され、溝状のエ具痕が残っている。玄門前

壁は隅丸方形を呈し、崩落もみられるが、残存部分では骸形が施され、比較的丁寧に仕上げられ

ている。

【閉塞施設】 玄門と羨道部の境の床面には、閉塞溝が設けられている他に、閉塞石が残存し

ていた。閉塞溝の規模は、長さ 0.57m、幅O.llm、深さ 0.03mを測る。閉塞石は 45点、総重量

616.45kgが残存していた。これらの閉塞石は大きさ・重量ともに近似したものが多く、石材を間

わず選択的に持ち込んだものと思われる。閉塞石は崩落した状態で出土している。開口させるた
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図15 8号横穴墓 平面・左側壁・右側壁・奥壁・玄門見返し・玄門
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8号横穴募
1 10YR3/l 黒褐色土 泥岩プロック(¢10mm以下）を少量含む。
2a 10YR4/3 にぶい黄褐色土粘性強 しまり弱泥岩ブロック(~10mm以下）を少蜃含む。
2b 10YR4/3 にぶい黄褐色土粘性強 しまりやや弱泥岩プロック(¢10mm以下）を少量含む。
2c 10YR4/4 にぶい黄褐色土粘性強 しまりやや弱泥岩ブロック(¢5mm以下）を少量含む。
3 10YR5/4 暗黄褐色土 泥岩プロック(¢10mm)を多量に含む。
4a 10YR4/3 にぶい黄褐色土粘性強 しまりやや強泥岩プロック(¢20mm)を含む。
4b 10YR4/3 にぶい黄褐色土粘性強 しまりやや弱泥岩プロック(¢20mm)を含む。
5 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性やや強しまりやや強泥岩ブロック(¢5-20mm)を含む。
6a 10YR3/3 暗褐色土 粘性やや強しまり弱泥岩プロック(¢5mm以下）を少量含む。
6b 10YR3/3 暗褐色土 粘性やや強しまりやや弱泥岩ブロック(¢5mm以下）を少量含む。
7 10YR3/3 褐色土 粘性やや強しまり強板状の泥岩ブロック（長50-300mm)を多量含む。
8 10YR5/6 黄褐色土 粘性やや強しまりやや強板状の泥岩プロック（長30-lOOmm)を多量含む。
9 10YR5/4 にぶい黄褐色土粘性やや強 しまりやや強板状の泥岩ブロック（長60-lOOmm)を多量含む。
10 10YR5/4 にぶい黄褐色土粘性弱 しまり強板状の泥岩プロック（長60-500mm)を多量含む。

羨道天井の落盤層。
11 10YR3/2 黒褐色土 粘性やや強 しまり弱泥岩ブロック(¢10-40mm)を多量含む。
12 10YR5/4 にぶい黄褐色土粘性弱 しまり強板状の泥岩ブロック（長50-300mm)を多量含む。

玄室天井の落盤層。

図16 8号横穴墓断面

砕された須恵器甕の同一個休であるが、何らかの墓前祭祀に伴い破壊されたものなかは判然とし

ない。左肩部の遺物出士地点は他の床面部分に対し 1段高く作り出しており、もともと遺物を安

閥するために作り出した可能性がある。

【遺 物】 出土した遺物は須恵器 12点、土師器2点と石製品 1点である。出土施設の内訳は玄

門部分から須恵器 1点、羨道部分から須恵器 11点、土師器2点、須恵器大甕の埋土中から石製品

1点である。

【遺 物】 出上した遺物は須恵器 12点、土師器2点と石製品 1点である。出上施設の内訳は玄

門部分から須恵器 1点、羨道部分から須恵器 11点、土師器2点、須恵器大甕の埋土中から石製品

1点である。全点を図示する。 1は土師器の椀である。丸底から外傾する口縁部にいたる器形で

ある。内面はヘラミガキ後に黒色処理される。 2は士師器の甕である。平底で胴部下半において

最大径となり、口縁部はやや外傾する。内外而ともに風化のため磨滅しているが、内而のヘラナ

デ痕がわずかに観察できる。底部は木菓痕が残る。 3から 11は須恵器の杯である。 3・4はやや

丸底状の底部から口縁部は内湾気味に外傾する。底部は切離しの後に手持ちヘラケズリにより調

整される。 6・7は平底で体部半ばまでは外傾するが、そこからやや直立気味に口縁部が外傾す

る。底部は静止糸切りにより切離された後に、手持ちヘラケズリにより調整される。 6の底部に

関しては切り離した後に薄手の器壁を補うためか、ある程度器面が乾燥した状態で粘士を貼付け

手持ちヘラケズリにより調整される。 s~10 はやや上げ底気味の平底•平底でやや内湾気味に

口縁部が外傾する。 8・10の底部は静止糸切離しの後に手持ちヘラケズリにより調整される。ま
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図17 8号横穴墓閉塞石

表2 8号横穴墓閉塞石観察表

No. 形状 石材 長軸 (cm) 短軸 (cm) 厚さ (cm) 重呈 (kg)

1 亜角礫 流紋岩 60 30 22 2607 

2 亜角礫 花岡岩 37 30 26 34 04 

3 亜角礫 流紋岩 23 15 15 1008 

4 円礫 流紋岩 23 22 5 863 

5 亜角礫 閃緑岩 23 18 ， 1100 

6 円礫 泥岩 20 17 3 800 

7 角礫 砂岩 27 20 10 1100 

8 角礫 砂岩 23 22 12 1327 ， 亜角礫 砂岩 30 28 16 803 

10 角礫 安山岩 25 22 4 819 

11 角礫 砂岩 23 18 10 811 

12 亜角礫 砂岩 23 20 11 807 

13 角礫 流紋岩 25 18 18 700 

14 角礫 泥岩 13 7 4 I 00 

15 角礫 安山岩 30 25 28 2500 

16 亜角礫 泥岩 40 28 23 20.00 

17 亜角礫 安山岩 40 30 10 1700 

18 亜角礫 流紋岩 21 18 11 850 

19 亜角礫 流紋岩 25 17 8 800 

20 亜角礫 流紋岩 28 25 20 908 

21 亜角礫 流紋岩 30 24 17 911 

22 亜角礫 安山岩 27 16 10 800 

23 亜角礫 凝灰岩 30 20 14 600 

24 亜角礫 流紋岩 35 20 4 734 

25 亜角礫 流紋岩 30 30 5 821 

26 亜角礫 花尚岩 33 25 4 732 

27 亜角礫 泥岩 24 17 8 7 58 

28 亜角礫 流紋岩 19 20 ， 801 

29 亜角礫 流紋岩 26 20 23 3889 

30 亜角礫 安山岩 30 23 25 3858 

31 亜角礫 流紋岩 23 21 20 3215 

32 角礫 花岡岩 32 23 14 12 22 

33 角礫 安山岩 36 20 13 19 57 

34 亜円礫 安山岩 32 20 15 2045 

35 角礫 安山岩 20 20 11 1903 

36 角礫 砂岩 30 24 5 613 

37 亜角礫 砂岩 63 31 18 2702 

38 亜角礫 流紋岩 38 20 13 1811 

39 角礫 流紋岩 25 16 ， 2100 

40 亜角礫 砂岩 23 17 4 701 

41 亜角礫 砂岩 21 12 5 1323 

42 亜円礫 流紋岩 18 11 ， 1009 

43 角礫 流紋岩 28 26 13 923 

44 亜角礫 砂岩 11 ， 6 410 

45 亜角礫 流紋岩 26 18 6 800 
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土器・石裂品 (1/10)

ぬ1• 3• 11 、 Nu4•6~10 は重なって出土した。

レイアウトは重なリ順である。

図18 8号横穴墓遺物出土状況
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図19 8号横穴墓出土遺物 1
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゜
1: 3 10cm 

図20 8号横穴墓出土遺物2

たヘラ記号「X」が施されている。 9の底部は手持ちヘラケズリにより調整されている。 11は平

底で体部から口縁部にかけて外傾している。底部は手持ちヘラケズリにより調整される。 12・13

は須恵器の甕である。 12は胴部上位に最大径を持ち、外傾する頸部から口縁部が外反し、口縁部

端部は上下につまみ出される。調救は口縁部内外面がロクロナデで、胴部外面は並行タタキ、胴

部内面は青海波状当具痕がみられる。また口縁部から胴部半ばにかけて自然釉がみられる。 13は

胴部なかばで最大径を持つ大型の甕である。外傾する頸部から口縁部が外反し、口縁部端部は上

下につまみ出される。調整は口縁部内外面がロクロナデで、胴部外而は並行タタキ、胴部内面は

カキメがみられる。口縁部外面に櫛樹状工具による波状文が施される。 17は石製紡錘車である。

横穴墓から出士した類例としては、南相罵市北山横穴墓群4号横穴幕（南相罵市2003)がある。
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図21 8号横穴墓出土遺物3
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遺物観察表

表3 土器観察表

図版
遺構名

出土
層位 種別 器種

法量 (cm)
外面調整 内面調整 備考

写真
番号 地点 口径 底径 器高 図版

19-1 8号横穴墓 羨道部 10層 土師器 椀 15 8 40 磨滅 ミガキ 内面黒色処理 7 

19-2 8号横穴墓 羨道部 10層 土師器 甕 (107) 82 108 磨滅 ヘラナデ 底部木葉痕 7 

19-3 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 160 44 
口：ロクロナデ

ロクロナデ 7 
底．手持ちヘラケズリ

19-4 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 12 I 76 42 
口：ロクロナデ

ロクロナデ 7 
底：手持ちヘラケズリ

19-5 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 134 75 43 口’ロクロナデ
ロクロナデ 口縁部外面に自然釉 7 

底’手持ちヘラケズリ

口’ロクロナデ
19-6 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 12 8 99 41 底’静止糸切り→手持ちへ ロクロナデ 7 

ラケズリ

19-7 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 12 4 10 2 34 口．ロクロナデ ロクロナデ 7 

19-8 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 12 3 84 31 
底’静止糸切り→手持ちへ

ロクロナデ ヘラ記号「X」 7 
ラケズリ

19-9 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 12 6 95 37 口’ロクロナデ
ロクロナデ 7 

底’手持ちヘラケズリ

口’ロクロナデ
19-10 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 133 95 36 底’静止糸切り→手持ちへ ロクロナデ ヘラ記号「X」 7 

ラケズリ

19-11 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 杯 10 I 52 35 口’ロクロナデ
ロクロナデ 7 

底’手持ちヘラケズリ

20-12 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 甕 24 0 430 胴．並行タタキ 青海波状当具痕 外面に自然釉 8 

21-13 8号横穴墓 羨道部 10層 須恵器 甕 (470) 679 
口：波状文

カキメ 8 
胴～底：並行タタキ

表4 石製品観察表

版
号

図
番

遺構名
土
置

出
位

層位 器種 I 石材
上径

法量 (cm)

下径 I 穴径 1 器高 1重量 (g) 備考
真
版

写
図

21-14 I 10号横穴墓 紡錘車 I砂岩 I 2.8 I 4.2 I o.8 I 2.6 I 69.3 I 20-12の埋土中から出土 8
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第v章総括

第 1節出土遺物について

今回の調査においては 8号横穴墓から土師器・須恵器・石製品が出土している。土師器は椀・甕、

須恵器は杯・甕、石製品は紡錘車がある。横穴簗玄室や羨道床面の覆土は、全量ふるいかけを行っ

たが、その他の横穴墓から遺物の出士は見られなかった。これは出士遺物が概して少ないという

浜通り北部地方の傾向に合致する（佐久間2010)。

横穴墓は追葬されることが一般的で、副葬品や墓前祭祀で使用された遺物には時期差が認めら

れるとともに、原位岡から 2次的に移動していることが多い。このため出土遺物には初葬から追

葬、墓前祭祀の諸段階にいたる段階の遺物が混在する。 8号横穴墓においては、初期に玄室天井

が落盤するまでに、玄門出上の須恵器坪 (5)が玄室内から 2次的に移動した可能性がある。玄

門前壁から羨道両肩部床面付近にかけて出土した遺物は、ほぼ床面直上付近から天井の落盤層に

パックされる状態での出土であったため、比較的原位置を保っている可能性が高い。玄門前壁か

ら羨道両肩部床面付近にかけての遺物出土例としては茨木県十五朗穴横穴墓館出支群 I区第35

号墓（ひたちなか市2016)がある。

続いて出士遺物の内、士師器・須恵器坪について他遺跡出士の類例をもとに帰属年代を検討し

たい。士師器椀 (1)は底部丸底で、体部から口縁部にかけて内湾気味に大きく開き、内面は黒色

処理される。これらは 7世紀後半から 8世紀後半まで見られるが、仙台市長町駅東遺跡や西台畑

遺跡（仙台市2008ほか）においては栗囲式土器と共伴していることや、 8世紀前葉の出土事例が

多いことから、本資料も同様の年代が考えられる。上師器甕 (2)は小型平底で口縁部がやや外傾

し、胴部最大径が下半である点に着目すると、同様な器形の類例として南相馬市泉廃寺跡9次調

査の 1号溝跡（南相馬市2002)、同じく泉平館跡の 1号流路跡（南相馬市2001)がある。前者は7

世紀末~s世紀初頭、後者は 8世紀前葉の年代に比定されている。須恵器坪は丸底 (3·4) と平

底 (5~11) があり、いずれも外面休部と底部の境界は再調整により明瞭に作り出される。内面

体部と底部の境界は不明瞭なものが多く、外面底形よりも小さい。底部の切り離しは静止糸切り

後に手持ちヘラケズリ (6・7・8・10)により再調整されるが、ケズリは体部と底部の外周の
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今回調査した横穴墓は、造成等により築造当時の姿をとどめていなかったことは第N章におい

て詳述したとおりである。その一方で、比較的遺存状態の良かった玄室には規模や平面形などに

違いが認められた。本節においては、この点について詳述したい。

玄室床面の平面形態に関して、今回調査した 7基の横穴墓のうち平面形態が分かるのは 2号横

穴墓と 5号横穴墓を除く 5基である。このうち平面形が隅丸方形 1華 (8号横穴墓）と不整形4韮

(3・4・6・7横穴墓）である（第N章表 1)。玄室の規模は奥行 1.76mの中型 1基 (8号横穴墓）、

奥行0.56m-1.20mの小型が4基 (3・4・6・7横穴墓）であり（同表）、小型が主休を占める。浜

通り北部地方では玄室平面形はほぼ方形に限られる（佐久間2010)とされる中で異質な横穴墓群

ともいえる。一方で、浜通り南部では多様な形態が見られ、小型の一群も顕著にみられる（佐久間

2010)とされており、本横穴墓群は浜通り南部との関連が強かったことが想起される。続いて、

玄室立而形であるがドーム形が 1基 (8号横穴墓）、扁平ドーム形が4基 (3・4・6・7横穴絡）で

ある（同表）。ドーム形は各壁面の境に床面から天井にかけて三分の二程疫の高さまで稜が認めら

れるものである。扁平ドーム形は玄門から玄室奥墜にむかって低くなるもので、小型の横穴墓で

認められた。

これら横穴墓玄室の形態的特徴をまとめたところ、平面中型隅丸方形の立面ドーム形と平面小

型不整形の立面扁平ドーム形の 2種に大別されることが分かった。これを踏まえ、横穴墓垂直分

布における配置を検討するが、その前に今回調査対象から外れた 1号横穴墓の現地観察の所見を

記載したい。 1号横穴墓は今回の調査区北部外の下段に位置し、東に 6号横穴墓が隣接する。造

成のため羨道の天井の大部分は崩落し、前庭部も消失している。羨道から玄門・玄室内は 8割ほ

どが覆土により埋没している。玄門形態は 8号横穴募と同じであり、両脇に閂穴が存在する。玄

室平面形は隅丸方形であり、アーチ形の天井を持つなど 8号横穴簗に極めて近い特徴を有してい

る。永渡横穴墓群は 2 列で構成される。その構成は上段に 2-5·8 号横穴墓、下段に 1• 6• 7横

穴墓である。上段において 2号横穴墓は玄室奥壁形態から小型不整形の立面扁平ドーム形の可能

性が高く、中型隅丸方形の立面ドーム形 l拮と平面小型不整形の立面扁平ドーム形3基、不明 1

基で構成されている。下段は平面中型隅丸方形の立面ドーム形 l基と平面小型不整形の立面扁平

ドーム形2基で構成されており、これら中型と小型の横穴墓の構成に関して何らかの規則性があ
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